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'屈 丑 揖 Ⅰ.
小ガラス矧 こ顔料約 0.5gを桁押し これを lN




あせ,冷却後蒸滑水で 250& に稀釈し その56ccを
■とり'.HNO?(1:3)にて弱酸性とLVolhard決で








の分解による Clが宅急を妨告す るo Helmmut
Doering(6)は海水中の微量 Br`の定量を行っている
那.木試料の如くI3r含量の多い場合にも同氏法がそ






















-Tat,le51に示す如 く rpethy17Jromide は平均
89.28%の定立位が得られるが,Chlorpicrinは完全
には分解せヂ62-88%7:･しむも-I-Eのflriを和ない｡
(2)前記条件によれば chiorpicrjn の釧 紬1.ィこ充
分なので_m叫 anolicNaO!1によ_る分解後2%Na202
液を加えて扮前上で更に分解すれば chlorpicrjnの

















20cc_の5%次正塩末呼 ソー ダを加え,熟こ2N IC】
10Cさを加えた筏.過剰の IIClを･CaCOl.で小和 し.
-Rilこ液が白濁する迄 CaC03を加え.弱い火で3017














で分解 して生ずる T3r を測宕 して 9f).6% の柿度で
Lie-止し得る｡
(2)cllorpicrin.を混入するmet】1ylhromideの場
合は鑓初 lNTPethanolicNaOH 'で分解し 安に
過酸化 ソ∵タで分解して Cl及び rirを退潮は せる｡
HelmutD?ering法及び Volhard法で大々 山 及








































































































･ 知つT=｡l山 2･Odの S6reヮsen､の緩卸 醐 Jいた均
分.絹鹿波の pH は､2.56であり,半汲',t犯 /(N-lT
･派't混極劫準)､特-1･32ち,･-である｡-,
















を 土1% 以内に田めるには.還元温皮を 土0.60円
に休つ必要があることが解る｡
-Ai-に,ー電解液のppll2.frd,上述の了訓草液組成で,










す.ao この原液 1cc･を栓附試験管に押収 し'これ
't=ethylalcohoi4cc. と M/5tetranIcthylamTl･
oniumhromide液 1cc. を加え.一次に plI約2.0
.6PS6rensenの援街液 4cq･を加える｡払;i!2校.FA
趣の水銀を入れ.予め 259附近に調節し七ある1.朋7.
瓶 こ入れtる｡直ちに重来を速じて況在する輪講を追い
山す｡緩術液を加えてから80分後に水菜の流入を止め
て,2;I,土0･i_Oでポ丁子ログラムを掘る.佃dl.-alle-
throloncの缶.Liが 20% 以下の工業鞄晶になると.
況任する不純物の為に一般に汲形が不明際となt),作
図が即難となるu従ってこの様な試料では,電解液中
に相に一一由 の離 91-allethroloneを加えて,nJj脈
な形の還元淡を得る枝にする~｡かくして紹たポーラp
ク'ラムは Fig.6 に示す作図法に伐って政市を派jl己
し,捺準 .dトallethrolone の濃度と扱高の関係式か
らdトallethroloneの食塩を求める｡
この方法の枯姥の放討を次の2?の万吋から行った｡
